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日時：令和7年1月1恕画（月・祝）13：00 �火大計 

飾り受付は当日午前11：00－午後 �詩 
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I薄一箪清華鮮卑∴醤 i“ふどんど焼きとは？ 臨正月の日に、それぞ言責（義）に㌫読 �尽言、言， 上方∴・が」 ‾．∴′′ノi 二だいた「悪意 

li‘ 「「 十年神様を見送る・送り火（火まつり）です。i灘蘭声 

松の内まで飾っていた「松飾り」や「しめ縄」磐 　　　　　　　　　　　　∴∴書 �懸溺∴溢∴ 
ヽ【I お正月にしたためた「書き初め」等を‾・瀦溺 �∴親鱒欝：斗 �舛 －ヽ章 魚割勘 
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“／諸説ありますので、これを機にお調べになるのもいいですね。 ��ヽや∴∴ヽ＼ ＿て・一事∴＼ 
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〇一〇〇110賀1〇一一一一一rO，回霊夢十一一‾ �〇〇一〇〇〇着‾‾鴬11一掃℡寒葵町“，－‾‾‾‾易賀葛賀器暢rし ‾‾191°“○○‾－‾‾‾‾、一一1葵町一一「『易賀「 ‘燃えないもの、針金、プラスチック全室 �寸は外してお持ちください 

霊前鋤績障・1㌦：蔦錆巌～　　　　　　　　飾葛輸鷺網〇時－＼－ �工．旬報鞠的言串自扉 　　　　　　　I 

神社・寺院での初詣で授与されたお札やお守り等は∴お炊き上げできませA 
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